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成果の概要

現在、幾何学的に薄く光学的に厚い降着円盤（標準降着円盤）のモデルは、粘性が圧力
に比例するという仮定（α粘性）に基づいて構築されている。本プロジェクトの目的は、
αモデルのようなパラメタリゼーションに依らずに、「第一原理」から、すなわち粘性が磁
気回転不安定性（MRI）によって生じる場合の、標準降着円盤のモデルを再構築すること
にある。具体的には、降着円盤の動径方向のスライスをシミュレーション領域とし（シア
リングボックス近似）、その中で降着円盤ガスが取りうる（統計的に定常な）力学的・熱
的平衡状態を、３次元輻射磁気流体力学シミュレーションによって求める。
本年度は、輻射圧がガス圧に比べて優勢な領域について力学的・熱的平衡状態が存在す
るか調べた。実は、αモデルでは、この輻射圧優勢な領域は熱的に不安定であることが知ら
れている。ところが、実際には、輻射圧優勢な領域が存在する考えられる（質量降着率の
高い）降着円盤が観測されている。したがって、どのようにして、輻射圧優勢な領域にお
いて、力学的・熱的平衡状態が達成されているのか、大変興味深い。そして、本年度の研究
から、MRIが粘性起源の場合について、力学的・熱的に安定な平衡解が見つかった。ポイ
ントとなるのは（これまで考えれていた唯一のエネルギー輸送形態である）輻射拡散の他
に「輻射移流」がエネルギー輸送に大きく寄与し、その結果、安定な熱平衡状態が達成さ
れる点である。詳しくは、現在準備中の論文（A Thermally Stable Radiation-Dominated
Disk Segment, Hirose, S., Krolik, J. H, and Blaes, O. M., to be submitted to ApJ）にお
いて報告予定である。




